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～挨拶と花と緑の明るいニュータウン～

～世代超え  気持ち繋がる  ふるさとへ～
自治会創立30周年スローガン

　

式
典
は
市
長
始
め
市
議
、
行
政
区
長
、

歴
代
自
治
会
長
の
各
位
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
詰
め
か
け
た
皆
々
様
お
よ
そ

300
人
。
式
典
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

30
周
年
の
変
遷
を
映
像
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の

演
奏
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
開

　

出
版
に
ご
理
解
、
快
く
執
筆
し
て
頂
い

た
多
く
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
旧
写
真
や
自
治
会
の
歩
み
、
数
字
に
見

る
姿
な
ど
、
貴
重
な
記
録
で
す
。
ふ
る
さ

と
を
想
う
30
代
の
方
々
、
大
き
な
節
目
で

常
に
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
い
た
先
輩
の
手

記
、
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
記
録
は
、
そ

の
ま
ま
地
域
の
重
要
な
資
料
と
し
て
、
こ

の
た
び
新
装
の
市
立
図
書
館
に
収
蔵
が
決

ま
り
ま
し
た
。
内
外
の
多
く
の
市
民
の
目

に
触
れ
る
と
き
、
私
た
ち
の
気
持
ち
は
必

ず
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

発
中
の
景
色
、
過
去
と
現
在
の
対
比
で
見

事
な
住
宅
街
に
変
貌
し
ま
し
た
。
そ
の
姿

を
知
る
方
々
に
記
憶
が
甦
り
、
当
時
高
校

生
だ
っ
た
と
い
う
主
婦
は
「
胸
に
熱
い
も

の
を
感
じ
ま
し
た
…
」
と
嬉
し
い
後
日
談
。

　

ご
来
賓
か
ら
の
祝
辞
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
発
展
に
ご
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演

は
、
宇
宙
関
連
に
従
事
し
て
い
る
篠
津
中

卒
業
生
に
「
新
白
岡
よ
り
宇
宙
へ
」
と
題

す
る
有
意
義
な
お
話
。

　

結
び
は
篠
津
中
学
校
50
名
の
吹
奏
楽
演

奏
「
さ
く
ら
の
う
た
」「
銀
河
鉄
道
999
」

な
ど
力
強
い
演
奏
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、

30
周
年
事
業
に
相
応
し
い
催
し
と
な
り
ま

し
た
。
各
位
の
ご
努
力
、
ご
出
席
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

小島市長祝辞
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スローガン
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成
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成
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（
２
０
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８
）
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ラ
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催

会
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：
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小
学
校
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ハンドベル演奏「ティンカーベルしらおか」 吹奏楽「篠津中学校」

感謝状「花と緑の会」 感謝状「新白岡悠友会」

感謝状「ニュータウンアカデミー」 感謝状「自主防災会」

記念講演「新白岡から宇宙へ」ニュータウン今昔写真展

記念式典
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白 岡 ニ ュ ー タ ウ ン 自 治 会

３０周年記念事業実行委員会

�世代超え� 気持ち繋がる� ふるさとへ�

�せだい� こえ� きもち� � つながる� ふるさと� へ�

白岡ニュータウンから望む富士山と東北新幹線 

３０周年㻌限定㻌

日時㻌 １１月１１日（日）㻌㻌午前１０時～午後２時３０分㻌

会場㻌  白岡東小学校㻌 㻌㻌体育館および校庭㻌

イベント
※天候その他の都合で変更することがあります

体育館㻌

落語� 日本舞踊�

フラダンス
《ニュータウンヒストリー》 

街・鉄道の写真等 

校庭㻌

屋台・縁日ゾーン�

高岩�

囃子連�

はばたけ！こどもたち�

～児童・生徒たち登場～�

ふれあい動物広場�

協力：東武動物公園㻌

よさこい 
ソーラン

 その他 
音楽コンサート 

《世代超え�気持ちつながる�クイズ�&'�‶⁁⁀！》� ジャンボ○×クイズ�

スタンプラリー

抽選で㻌賞品)GV！

ミニ新幹線�《ニュータウン未来号》�

協力：ＪＲ東日本  大宮総合車両センター 

※夏祭り盆踊り大会・青空市、今年はお休みします㻌

今までにない抽選会をお楽しみに！㻌

タイムカプセル＜未来へのメッセージ＞

書いてみませんか‒

夢、希望、未来予想図㼑㼠㼏㻚㻌

１０年後のあなたへの手紙 

●安全確保のため㻌ご協力をお願いします

＊ペットを連れての来場はご遠慮ください 
＊係員の指示に従ってください

＊自動車の駐車はできません㻌 徒歩・自転車等でご来場ください

＊未就学児童のミニ新幹線の乗車は保護者同伴です

＊体育館内は飲食禁止 ・上履きをご持参ください
＊学校内は全面禁煙 です

ふるさと祭り
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30
周
年
を
お
祝
い
す
る
事
業
の

集
大
成
と
し
て
企
画
し
た
「
ふ
る

さ
と
祭
り
」
は
、
11
月
11
日
（
日
）

白
岡
東
小
学
校
体
育
館
及
び
校
庭

に
て
開
催
し
ま
す
。

　

お
年
寄
り
か
ら
お
子
さ
ん
ま
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
色
々

な
企
画
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
内
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
、
落
語
等
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

校
庭
で
は
、
ご
近
所
の
高
岩
駒

形
自
治
会
有
志
の
方
々
の
ご
指
導

を
い
た
だ
き
、「
焼
き
そ
ば
」、「
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」、
悠
友
会
に
よ
る

「
芋
煮
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
店
し
ま
す
。

　

特
設
舞
台
で
は
、
高
岩
お
囃
子
、

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
ギ
タ
ー
演

奏
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
Ｙ
・

Ｓ
コ
ル
セ
イ
ユ
の
演
奏
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
知
恵
を
絞
っ
た
企

画
、
ミ
ニ
新
幹
線
の
乗
車
、
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
○
×
ク
イ
ズ
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
預
か
り
す
る
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
等
々
、
今
ま
で
に
な
い
催
し

を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

お
楽
し
み
ス
ピ
ー
ド
く
じ
は
当

選
数
を
例
年
よ
り
多
く
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
例
年
12
月
開
催
の
「
青

空
市
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り

に
高
岩
イ
ヤ
ー
ズ
に
よ
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
有
志
に
よ
る
季
節

の
野
菜
、
花
と
緑
の
会
に
よ
る
花

の
販
売
な
ど
を
「
ま
つ
り
会
場
」

で
同
時
に
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
の

企
画
は
、
皆
さ
ん
の
ご
提
案
や
ご

意
見
と
と
も
に
、
近
隣
自
治
会
や

企
業
、
商
店
の
ご
支
援
、
行
政
の

補
助
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
だ

き
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
掲
げ
た
30
周

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
文
字
通
り
「
世

代
を
超
え
て
・
・
・
」
未
来
に
繋

げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
を
心
か

ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

30周年記念事業　［ふるさと祭り］のお知らせ

30
周
年
記
念
事
業

［
ふ
る
さ
と
祭
り
］
の
お
知
ら
せ

事
業
部
長
　
山
田
　
健
一

　

一
丁
目
「
つ
つ
じ
公
園
」
が

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

駒
形
地
区
と
リ
フ
レ
側
共
通
の

広
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定

で
す
。子
ど
も
た
ち
に
は
勿
論
、

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
大
切

な
広
場
、
憩
い
の
場
所
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。完
成
時
に
は
、

30
周
年
に
因
ん
だ
催
し
と
し
て

駒
形
地
区
共
々
セ
レ
モ
ニ
ー
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

「
つ
つ
じ
公
園
」

　
　
　
　
　
造
成
中

つつじ公園
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7
月
14
日
（
土
）
ノ
ー
ス
プ
ラ

ザ
に
於
い
て
、
参
加
者
22
名
、
久

喜
警
察
署
生
活
安
全
課
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
劇
団
ダ
イ
ス
ケ
・
ス
タ
ッ
フ
な

ど
総
勢
42
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

警
察
署
の
馬
場
さ
ん
か
ら
「
認

知
症
高
齢
者
発
見
時
の
対
応
と
手

続
き
」
の
中
で
行
方
不
明
及
び
保

護
事
案
の
状
況
と
対
応
、
警
察
官

へ
の
引
き
渡
し
方
、
日
頃
の
心
が

け
、
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
か
ら

「
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
連

絡
を
受
け
た
時
の
対
応
例
な
ど
の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
発
見
時
の
対
応
で
は
「
驚

か
せ
な
い
、
急
が
せ
な
い
、
自
尊

心
を
傷
つ
け
な
い
」
そ
し
て
大
人

数
で
対
応
し
な
い
、
穏
や
か
に
ゆ
っ

く
り
と
声
掛
け
し
、
又
相
手
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
、
声
掛
け
練
習
を
し
ま

し
た
。

　

ケ
ー
ス
①
顔
見
知
り
の
近
所
の

認
知
症
の
方
へ
、
ケ
ー
ス
②
ま
っ

た
く
顔
を
知
ら
な
い
認
知
症
の
方

へ
の
事
例
。

　

声
掛
け
は
会
話
な
の
で
、
テ
ン

ポ
よ
く
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
話
の

「
間
」
の
取
り
方
、
相
手
と
の
距
離

感
、
そ
し
て
声
の
調
子
に
気
を
付

け
て
や
さ
し
く
な
ど
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
具
体
的
な
声

掛
け
を
見
せ
て
も
ら
え
て
考
え
さ

せ
ら
れ
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

「
認
知
症
の
方
に
声
を
か
け
る
と

い
う
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
認
知
症
の
方
の
把
握
や

安
心
し
て
歩
け
る
地
域
づ
く
り
、

そ
し
て
地
域
が
支
え
る
街
づ
く
り

な
ど
が
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

認知症サポーター養成講座　〜認知症高齢者の声掛け訓練〜

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

～
認
知
症
高
齢
者
の
声
掛
け
訓
練
～

総
務
部
長
　
半
沢
　
　
茂

声かけ寸劇

　

9
月
7
日
（
金
）
羽
生
市
で

開
か
れ
た
広
域
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
近
年
の
犯
罪
や

防
犯
対
策
の
講
話
を
聞
き
、
認

識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
高
い

生
垣
周
辺
、
狭
い
通
路
や
草
木

の
生
い
茂
っ
た
空
き
地
な
ど
も

要
注
意
で
す
。

　

下
校
時
、
一
人
に
な
る
通
学

路
な
ど
は
特
に
気
配
り
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
各
地
の
活
動
報
告

も
あ
り
、
わ
が
保
安
部
も
諸
々

反
映
さ
せ
た
い
と
実
感
し
ま
し

た
。

保
安
部
副
部
長
　
　

　
岩
崎
　
明
正

「
わ
が
街
防
犯
セ
ミ
ナ
ー
」

に
参
加
し
て防犯具体例寸劇
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一丁目カフェ　ＯＰＥＮ！

　

ご
近
所
に
は
誰
で
も
気
軽
に
集

え
る
場
所
が
な
く
、“
井
戸
端
会
議
”

な
ど
で
「
あ
る
と
い
い
ね
ェ
」
の

声
声
。

　

7
月
25
日
、
武
蔵
野
銀
行
向
か

い
、
前
西
武
建
設
事
務
所
に
て
一

日
限
定
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
！

　

こ
と
し
1
月
に
次
ぐ
催
し
に
200

人
余
り
の
皆
さ
ん
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。
憩
い
と
団
欒

の
カ
フ
ェ
に
は
、
主
婦
た
ち
手
作

り
作
品
や
打
ち
立
て
蕎
麦
、
農
家

の
皆
さ
ん
が
季
節
の
野
菜
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
、
特
に
野
菜
な
ど

開
始
か
ら
30
分
余
り
で
完
売
す
る

人
気
で
し
た
。

　

午
後
は
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

に
の
せ
て
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。

　

近
く
の
施
設
よ
り
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
皆
さ
ん
共
々
、
有
意
義
な

ひ
と
時
で
し
た
。
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
い
た
方
々
か
ら｢

是
非
ま
た

や
っ
て
ほ
し
い
！｣

と
の
声
あ
り
、

企
画
し
た
Ｋ
さ
ん
た
ち
か
ら
も
「
又

考
え
よ
う
か
ね
え
…
」
と
の
こ
と
？

楽
し
み
で
す
。

　

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
！

一
丁
目
カ
フ
ェた

ま
り
場
づ
く
り
有
志

　

毎
年
恒
例
の
「
趣
味
の
作
品

展
」
今
年
は
年
内
、
12
月
8
日

（
土
）9
日（
日
）一
丁
目
集
会
所

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
出
品
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
こ
の
日
、
こ
の
場
所
で

毎
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
、長
野
産
の
「
高
級
り
ん
ご
」

の
販
売
を
行
い
ま
す
。
作
品
展

鑑
賞
と
共
に
お
立
ち
寄
り
下
さ

い
。

「
趣
味
の
作
品
展
」
と

「
リ
ン
ゴ
販
売
」
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白
岡
市
は
多
く
の
優
れ
た
先
人

を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
、

白
岡
市
ゆ
か
り
の
偉
人
を
紹
介
し

て
ま
い
り
ま
す
。
一
回
目
は
、
新

白
岡
駅
の
西
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
江
戸
時
代
「
野
牛
村
」
の
領
主

で
あ
り
ま
し
た
新
井
白
石
で
す
。

　

新
井
白
石
は
江
戸
時
代
に
活
躍

し
た
儒
学
者
、
政
治
家
、
詩
人
と

多
才
な
人
物
で
す
。
白
石
の
父
正ま

さ

斉な
り

は
久
留
里
藩
（
千
葉
県
君
津
市
）

の
藩
士
、
白
石
は
幼
少
の
頃
か
ら

賢
か
っ
た
の
で
藩
主
土
屋
利
直
の

膝
下
に
お
か
れ
成
長
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
23
歳
の
と
き
に
浪
人
と

な
り
、
そ
の
後
木
下
順
庵
に
学
び
、

古
河
藩
主
堀
田
正
俊
に
仕
え
ま
し

た
が
、
こ
こ
も
間
も
な
く
辞
し
て
、

元
禄
6
年
（
1693
）
甲
府
藩
徳
川
綱

豊
に
儒
臣
と
し
て
仕
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

宝
永
6
年
（
1709
）
に
綱
豊
が
六

代
将
軍
家
宣
と
な
る
と
、
迎
え
ら

れ
幕
府
の
重
臣
と
な
り
、
野
牛
村

と
比
企
郡
で
五
百
石
を
宛
が
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
正
徳
元
年
（
1711
）

に
朝
鮮
通
信
使
が
来
朝
し
た
折
に
、

白
石
が
接
待
役
を
務
め
、
功
績
が

あ
っ
た
と
し
て
五
百
石
の
加
増
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
か
ね
て

か
ら
比
企
郡
の
領
地
を
野
牛
村
に

換
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
て
、
野
牛

村
一
村
で
五
百
石
を
知
行
し
、
鎌

倉
郡
下
の
五
百
石
と
合
わ
せ
て
、

千
石
の
領
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

野
牛
に
は
、
新
井
白
石
ゆ
か
り

の
も
の
と
し
て
、
白
石
公
肖
像
画
、

久
伊
豆
神
社
奉
納
扁
額
、
直
筆
漢

詩
、
郷
倉
跡
、
白
石
様
掘
な
ど
の

文
化
財
が
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

白
石
公
肖
像
画　

　

こ
の
肖
像
画
は
新
井
白
石
五
世

の
孫
新
井
成し
げ

美よ
し

が
観
福
寺
に
納
め

た
も
の
で
す
。

　

写
真
提
供
：
白
岡
市
教
育
委
員
会

　

所
蔵
：
観
福
寺

久
伊
豆
神
社
奉
納
扁
額

　

野
牛
久
伊
豆
神
社
の
拝
殿
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
扁
額
「
久
伊
豆
社
」

の
文
字
は
朝
鮮
通
信
使
の
製
述
官

で
あ
っ
た
季イ

礥
ヒ
ョ
ン
が
揮
豪
し
た
も
の

で
、
こ
れ
を
白
石
が
領
民
の
鎮
守

で
あ
る
久
伊
豆
神
社
に
奉
納
し
た

も
の
で
す
。

新
井
白
石
直
筆
漢
詩

　

直
筆
の
漢
詩
「
贈
北
客
」
は
野

牛
村
の
旧
家
に
伝
わ
る
も
の
で
す
。

幼
少
期
か
ら
漢
詩
に
親
し
ん
で
研

鑽
し
た
白
石
の
足
跡
を
み
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
な
お
、
以
上
の
3

点
は
10
月
に
開
館
し
た
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
こ
も
れ
び
の
森
」
の

歴
史
資
料
展
示
室
で
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

郷
倉
跡
と
白
石
公
報
恩
会

　

郷
倉
と
は
天
災
な
ど
に
備
え
て

穀
物
を
貯
蔵
す
る
施
設
で
、
村
民

の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
白

石
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
野
牛
で
は
終
戦
ま
で
白
石
を

偲
ん
で
命
日
の
5
月
19
日
に
報
恩

供
養
「
筑
後
様
祭
り
」
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
報
恩
会
で
は
白
石
の

肖
像
画
を
掲
げ
て
遺
徳
を
讃
え
ま

し
た
。
今
年
の
5
月
19
日
に
「
復

活　

筑
後
様
祭
り
」
と
し
て
、
観

福
寺
を
中
心
に
催
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
来
年
も
5
月
中
旬
に
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

特別寄稿（第一回）　白岡人物伝

特
別
寄
稿
（
第
一
回
）

白
岡
人
物
伝　

新あ
ら

井い　

白は
く

石せ
き

白
岡
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　
板
垣
　
時
夫
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２
０
１
８
年 

秋
号　

 

２
０
１
８
年
10
月
１
日
発
行　
（
年
３
回
発
行
）
発
行
・
白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
会　

制
作
・
広
報
部

白岡ニュータウン開発秘話（第４回）

　

そ
れ
は
自
治
会
設
立
の
年
で
し

た
。
私
は
旧
販
売
セ
ン
タ
ー
（
旧

ケ
ー
キ
屋
）
を
目
に
す
る
と
き
携

帯
電
話
の
な
い
時
代
、
赤
い
電
話

ボ
ッ
ク
ス
に
中
高
生
た
ち
が
真
っ

暗
に
な
る
ま
で
長
電
話
を
し
、
青

春
を
謳
歌
す
る
姿
を
見
て
懐
か
し

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

昭
和
64
年
1
月
７
日
（
土
）
の

販
売
セ
ン
タ
ー
、
探
し
て
き
た
日

の
丸
を
半
旗
と
し
、
窓
の
ブ
ラ
イ

ン
ド
や
照
明
は
半
分
に
、
販
売
員

は
喪
章
、
そ
れ
は
昭
和
天
皇
ご
崩

御
の
日
で
し
た
。

　

わ
ず
か
2
ヶ
月
前
、
2
期
4
次

（
23
棟
）
分
譲
も
平
均
倍
率
14.3
倍
）

（
最
高
倍
率
34
倍
）
で
完
売
し
、
こ

れ
で
10
回
連
続
記
録
の
快
挙
達
成

も
束
の
間
、
22
日
に
迫
っ
た
自
治

会
創
立
総
会
の
準
備
と
２
月
の
サ

ウ
ス
プ
ラ
ザ
竣
工
を
控
え
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
の
重
要
課
題
で
ピ
リ
ピ
リ

し
て
い
ま
し
た
。
ご
入
居
は
275
世

帯
を
数
え
、
お
花
見
や
焼
肉
大
会

（
現
在
３︲33
街
区
）、
芝
桜
販
売
と

ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
陶
器
メ
イ
ン
の

「
青
空
市
」
リ
ン
ゴ
売
り
ク
リ
ス
マ

ス
バ
ザ
ー
等
々
で
手
さ
ぐ
り
で
す

が
、
住
民
同
志
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
地
元
と
は

行
き
違
い
ば
か
り
、
当
時
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
薬
剤
散
布
や
稲
刈

り
後
の
火
煙
、
夜
な
夜
な
愕
し
い

鳴
き
声（
牛
カ
エ
ル
）は
あ
た
り
前
、

ご
入
居
方
々
か
ら
す
れ
ば
大
ク
レ

ー
ム
続
出
と
計
り
知
れ
な
く
、
如

何
と
も
し
難
い
時
代
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
打
破
す
る
べ
く
、
双

方
が
共
に
知
り
会
う
策
と
し
て
天

満
神
社
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
参
加
、

高
岩
と
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開

催
、
Ｎ
Ｔ
イ
ベ
ン
ト
に
地
元
の
方

を
招
待
、
又
出
店
参
加
を
呼
び
掛

け
、
集
ま
る
と
「
飲
み
会
」
を
画

策
し
て
融
和
を
図
り
ま
し
た
。
地

元
の
方
々
と
徐
々
に
打
ち
解
け
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
高
岩
・
白
岡
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
合
同
盆
踊
り
（
現
ス
ギ
薬
局

敷
地
）
や
白
岡
ソ
レ
ソ
レ
踊
り
に

連
を
組
む
な
ど
関
係
を
深
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
昨
今
で
は
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
並
び
に
自
治
会

相
互
の
活
動
が
功
を
奏
し
、
よ
り

広
域
的
な
友
好
関
係
に
至
っ
て
お

り
実
に
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て

い
る
こ
の
頃
で
す
。

30
周
年
関
連
企
画

白
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
秘
話
（
第
４
回
）

総
合
地
所
　
所
長
　
藤
嶋
　
進
さ
ん

赤色電話Box

　
　　

こ
の
夏
、
記
録
的
な
猛
暑
で

し
た
。
我
が
家
の
暑
さ
対
策
…

登
場
し
た
ア
イ
テ
ム
の
ひ
と
つ

が
扇
風
機
。
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン「
夏

祭
り
の
福
引
」
で
引
き
当
て
た

も
の
が
今
年
も
元
気
に
稼
働
し

て
く
れ
ま
し
た
♪
さ
て
、
11
月

に
催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

何
か
良
い
景
品
が
当
た
る
こ
と

を
期
待
し
て
も
い
い
で
す
か
？

笑	
	

（
野
村
）

編
集
後
記
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